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令 和 7 年 2 月 1 0 日 
国土交通省関東地方整備局 
大 宮 国 道 事 務 所 
埼 玉 県 

『埼玉県八潮市道路陥没事故に対する交通マネジメント検討会』 
第２回検討会開催結果について報告します 

＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ  神奈川建設記者会 埼玉県政記者クラブ 
   さいたま市政記者クラブ 

＜問い合わせ先＞ 
国土交通省 関東地方整備局 ＜会議の内容及び国管理道路の対策に関すること＞ 
道路部 道路計画第二課 課長 川邊（かわべ） 
電話：０４８―６００―１３４２ 
大宮国道事務所 副所長（技） 大嶋（おおしま） 
電話：０４８―６６９―１２００（代表） メールアドレス：ktr-oomiya-kanri2@ki.mlit.go.jp 

埼玉県 県土整備部 県土整備政策課 ＜県管理道路の対策に関すること＞ 
政策担当主幹 小森（こもり） 
政策担当主査 関根（せきね） 
電話：０４８－８３０－５０１８（代表） メールアドレス：a5250-05@pref.saitama.lg.jp 

埼玉県 県土整備部 道路環境課 ＜県管理道路の対策に関すること＞ 
  副課長 漆原（うるしはら） 
  交通事故緊急対策担当主査 富田（とみた） 

電話：０４８－８３０－５０９８（代表） メールアドレス：a5090-10@pref.saitama.lg.jp 

２月１０日に第２回「埼玉県八潮市道路陥没事故に対する交通マネジメント検討会」を開催
しましたので、開催結果についてお知らせします。 
 
○陥没箇所周辺の道路通行止めにより、地域の生活、企業活動に影響が出ているものの、迂回
等による周辺道路の交通状況については、現時点においては皆様のご協力により大きな変化
は確認されておりません。このような状況を踏まえ、今回の会議において、以下について合
意しましたので報告します。

〇以下の方向性について合意した。 
１．交通状況について 
・広域迂回路については、明確な速度低下は観測されていない。
・周辺迂回路の一部において、速度低下が確認されているものの、陥没前と比較し、周辺地
域の交通状況に大きな変化は確認されていない。 
このことから、皆様のご協力により、通行規制と迂回に対する一定程度のご理解を得られ 

ていると推測される。 
２．通行止めに伴う周辺地域における影響への対応について 
・陥没箇所周辺の道路通行止めにより、地域の生活、企業活動に影響が出ている。引き続
き、周辺地域における様々な影響について情報を収集し、必要な対策を検討し、順次、実
施していく。
（※）通学路の安全性の確保、域内でご利用の方への通行証の発行については、速やかに
実施予定 

３．今後の対応 
・引き続き、通行止め情報や、迂回の協力要請などについて、各機関の HP、SNS、
道路情報板などを活用し、広く情報を発信する。

・通行止めに伴う周辺地域への影響（生活道路への通過交通の流入等）について、
引き続き、関係機関が連携して情報を収集し、必要な対策を調整する。

・今後とも周辺交通状況を観測し、必要な交通マネジメントを実施する。
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※関係機関に要請し追加する場合もある。 
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